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広域地方計画協議会

・国の出先機関、地方公共団体、経済団体等で広域地方計画協議会を組織
・計画の策定に向けて、各主体が対等な立場で連携・協力

国土交通省
(国土交通大臣)

広域地方計画
の決定広域地方計画協議会

（官民プラットフォーム）

・学識経験者から意見聴取
・市町村からの提案
・地域住民の意見
（ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｺﾒﾝﾄ）

≪東北圏≫

≪首都圏≫

≪中部圏≫

≪近畿圏≫

≪四国圏≫

≪九州圏≫

≪中国圏≫

≪北陸圏≫

※北海道総合開発計画、沖縄振興計画とも連携して推進※北海道総合開発計画、沖縄振興計画とも連携して推進

広域地方計画の区域

国の
出先機関

○ 広域地方計画は、全国計画（国土形成計画）を基本として、全国８つの圏域ごとに国土の形成に関する方針や目標、都府県の区域を超え
る主要な施策を定めるもの。国の出先機関、地方公共団体、経済団体等で構成される各圏域の広域地方計画協議会（官民プラットフォー
ム）が原案を作成し、国土交通大臣が決定。

○ 現在、次期広域地方計画の策定に向け、同協議会の各主体が連携・協力し検討を進めており、令和７年10月、各圏域の同協議会におい
て中間とりまとめ（案）を公表。今後、具体のハード・ソフトの事業に係る確認等を経て、令和８年６月頃の計画策定（国土交通大臣決定）
を目指す。

都府県・
政令市

経済団体等
圏域内の
市町村・
隣接自治体
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次期広域地方計画 中間とりまとめ（案）について
＜「シームレスな拠点連結型国土」と「地域生活圏」の形成＞

○ 次期広域地方計画については、各圏域の文化・産業等の地域資源の強みを最大限いかし、陸海空の総合交通ネットワークの機能強化による｢シームレスな拠点連結型国土｣の形成と、日常の暮らしに
必要なサービスが持続的に提供される｢地域生活圏｣の取組を面でつなぐため、各圏域の経済界等の民間主体と行政が有機的に連携し、都府県を超える広域圏内外の交流・連携を図る。

＜プロジェクト例＞
強み

次世代技術の研究開発拠点
のネットワーク形成

（例）物質をナノレベルまで
可視化できる世界最高水準
の放射光施設「ナノテラス」の
利活用（宮城県仙台市)

地域生活圏
ヒトと経済の循環を高め、
持続的に暮らしを守れる体制
づくり

（例）除雪等の地域課題を
共助による体制づくりで解決
（山形県川西町)

NPO法人
きらりよしじま
ネットワーク

○ 圏域面積は広域圏の中で最大。広大な土地や豊かな
自然環境も活かし、半導体や次世代放射光施設等の
先端産業拠点の形成が進められている。

○ 他の広域圏に比べて人口減少率が高く、圏域全体に
わたる生活サービスの維持が課題。また、東日本大震災
からの創造的復興等が求められている。

東北圏 首都圏 北陸圏 中部圏

地域生活圏
官民共創ビジョンの共有と

まちなかの活性化

○ 国際空港・港湾など広域的な交通ネットワークが整備され、
ヒト・モノ・カネ・情報が集積。

○ 世界の中での我が国の首都圏の地位低下、都市と地方
部の人口の地域偏在など、首都圏民による危機感の共有
と取組への共感から始める参加・貢献が求められている。

強み 地域生活圏

○ 北陸新幹線の開業も踏まえ、三大都市圏とのアクセス
性に優れ、豊富な水資源を有しており、電子部品・デバ
イス関連の産業が立地。

○ 中山間地域での過疎化等が進行。また、能登半島
地震からの創造的復興等が求められている。

強み 地域生活圏

○ 輸送用機械の製品出荷額が全国シェアの半分を占め
るなど、ものづくり拠点として経済発展に寄与。

○ 都心部は、東京圏・大阪圏と比べ、居住面積が広いな
ど生活環境にゆとりがある一方で、中山間地域等におい
て生活サービスの維持に向けた対応が必要。

強み 地域生活圏

○ 加工技術等のものづくり分野の強みをいかし、医薬品
製造出荷額が関東と同水準であるなど、医薬品、再生
医療等の拠点が集積。

○ 都心部から離れた地域など、生活サービスの維持に
向けた取組が求められている。

近畿圏 中国圏 四国圏 九州圏

強み 地域生活圏

○ 山陽地方では輸送用機械及び化学製品が製品出荷額
の約４割を占める一方で、山陰地方では同率を電子部品・
デバイス及び食料品が占めている。

○ 小規模な集落が多い中山間・島しょ部では、生活サービス
機能の確保が難しくなっており、地域の存続に向けた取組が
求められている。

強み 地域生活圏

○ 豊かな自然環境も活かし、木材、紙等の基礎素材
型産業の製品出荷額のシェアが全国平均より多いが、
時代に即した変革が求められている。

○ 人口減少、過疎化等が進行しており、市民生活の
維持に向けた取組が必要。

強み 地域生活圏

○ IC（集積回路）の生産額が過去10年増加傾向で
推移し、圏域内で半導体関連産業の投資が進捗。

○ 離島・半島地域を多く抱えており、生活必需品の安定
供給などが課題。

（例）空洞化するまちなかを
民間主導のビジョンづくりと資金
で活性化（群馬県前橋市)

強み
リニア中間駅から広がる次世代
技術のビジネスフロンティア形成

（例）太陽光発電による電力
と水から水素を製造する施設
「米倉山電力貯蔵技術研究
サイト」（山梨県甲府市）

北陸新幹線の開業も踏まえ、
良質で豊富な水資源をいかし
た電子デバイス街道の形成

（例）EV素材となるパワー
半導体工場の新設
（石川県能美市)

人口減少による公共交通
衰退等の地域課題の解決

（例）マイカーを活用した
共助型公共交通「ノッカル
あさひまち」（富山県朝日町)

加賀東芝
エレクトロニクス（株）

ものづくり地域の電力源を
転換する水素・アンモニア
サプライチェーンの形成

（例）商用火力発電所に
おける燃料アンモニアへの転換
（愛知県碧南市）

中山間地域の生活課題を
新産業技術の活用で解決

（例）モバイルクリニックなど
地域で暮らし続けられる環境
の実現（長野県伊那市)

（株）JERA
MONET 
Technologies（株）

万博のレガシーを継承し、
創薬、再生医療等の
イノベーション創出

（例）医薬品等の用途展開
に向けたバイオものづくりの研究
拠点整備（兵庫県神戸市）

地域課題解決のための
スタートアップや新事業の創出

（例）琵琶湖を守る環境
意識の高い地域性をいかし
た、産官学民の中間活動体
の組成（滋賀県守山市）

日揮ホールディングス（株）
SUNDRED（株）

隣接圏域間のリダンダンシー確保
も見据え重層的な交通ネットワー
ク形成による経済圏域の形成

（例）半導体素材工場の新設
（島根県出雲市・安来市）

エネルギーの地産地消による
地域循環や地域活動の活性化

（例）CATVのネットワークを
活用したエネルギーの地産地消
による地域資金循環
（鳥取県米子市・境港市)

中海・宍道湖8の字ネットワーク
（鳥取県・島根県）

ローカルエナジー（株）

豊富な地下水等を背景に
半導体製造拠点等を担う
「 新生シリコンアイ ランド
九州」の構築

（例）TSMC熊本工場
（JASM）（熊本県菊陽町）

離島地域の持続的な暮らし
を支える生活必需品の安定
供給体制の構築

（例）医薬品のドローン配送
（長崎県五島市)

そらいいな（株）撮影：九州地方整備局

豊富な水源や資源をいかした
紙関連産業の高度化等の
素材産業圏域の形成

（例）海水淡水化に利用され
る逆浸透膜用支持体の生産拠
点整備（徳島県小松島市）

市民生活を支える
サービス群の構築

（例）父母ヶ浜の魅力をい
かした、地域内外・事業横断
の連携・共助型サービス構築
（香川県三豊市)

阿波製紙（株）

地域交通

空き家
活用二地域居住等・

仕事マッチング

学び・
人材育成

＜将来像＞
東北圏から示す新たな選択肢

～課題を新たな価値に変換し、開かれた圏域へ～
＜プロジェクト例＞

＜将来像＞
危機感の国民的共有に基礎を置き、
日本と地球の重要課題に果敢に立ち向かおう
～対流型首都圏の更なる深化へ～

＜プロジェクト例＞

＜将来像＞
住み心地・居心地よく、多彩な魅力を活かして
躍動する北陸

＜プロジェクト例＞

＜将来像＞
生活の質が高く持続的に成長する強靱な中部圏

＜将来像＞
KX（Kansai Transformation）
～まじわり、つながる、変革する関西～

＜将来像＞
活躍人口の創出、地域資源が持つ力を最大限発揮し、
あらゆるつながりを再構築・強化することで、持続的に
成長させる

＜将来像＞
・ 強くしなやかに自然と共生する安全・安心な四国
・ 人と地域が混ざり合い新たな魅力を創造する四国
・ 誰もが活躍し、豊かに暮らせる四国

＜将来像＞
アジアの成長センター『アイランド九州』
～個性・魅力を発揮しながら、ひとつにまとまり発展し、
誇れる九州～

＜プロジェクト例＞ ＜プロジェクト例＞ ＜プロジェクト例＞ ＜プロジェクト例＞
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(株)出雲村田製作所

３GeV高輝度放射光施設
NanoTerasu


